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序

本書 は、財 団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査 した、大明神遺跡の調査成果 を

まとめたものです。

大明神遺蹟 は山形市北東部の青柳 ・七浦地区に位置 し、東に霊峰蔵王連峰を望み、脊梁

奥羽 山脈に源を発 し西流する村 山高瀬川 と立谷川の両河川に挟 まれた、河川や湧水 に恵 ま

れた豊かな水 田地帯の中にあ ります。

この度、平成14年 度地域づ くり推進道路事業一般県道東山七浦線道路改良工事に先立っ

て大明神遺跡 の発掘調査 を実施 しました。

調査 では、奈良～平安時代の集落跡 と、中世 と考えられる建物跡が検出され、当時の生

活を物語る貴重な資料 を得る事ができました。

近年、高速 自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加 してい ます

が、 これに伴 い、事業区域内で発掘調査を必要 とする遺跡が増加 の傾向にあ ります。 これ

らの埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造 し、育んで きた貴重な国民的財産 といえま

す。 この祖先か ら伝 えられた文化財 を大切 に保護するとともに、祖先の足跡 を学び、子孫

へ と伝 えてい くことが、わたしたちの重要 な責務 と考えます。その意味で、本書が文化財

保護活動の啓発 ・普及、学術研究、教育活動 などの一・助 となれば幸いです。

最後 にな りましたが、調査において御協力いただいた関係各位 に心か ら感謝申し上げま

す。

平成15年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号 は次の通 りである。

SB… 掘立柱建物跡ST… 竪穴住居SE… 井戸跡

SK… 土坑SD… 溝i跡SP… ピット

SX… 性格不明の遺構iEP… 柱跡RP… 登録土器

RQ… 登録石器

遺構番 号は、現地調査段階での番号 を、そのまま報告書の番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座表値は、平面直角座表系第X系(日 本測地系)に より、高さは東京湾平均海面を基準 とす

る海抜高で表す。

遺構実測図は1/40～1/200他 の縮図で採録 し、各々スケールを付 した。

土層観察においては、遺構 を覆う基本層序をローマ字で表し、遺構覆 土については算用数字を付 して区別

した。

遺構実 測図中の遺物実測図は任意で採録 した。

本文中の遺物番号 は、遺物観察表 ・遺物図版 ともに共通 したものとした。

遺物実測図、拓本図は原則 として1/3で 採録し、各挿図にスケールを付 した。

遺物実測図中の土器について、土師器 は断面白抜 き、須恵器は黒 ドット、赤焼土器は白抜 きドットで表示

した。

遺物観察表中において、括弧内の数値 は図上復元による推計値(器 高は残存値)を 示 している。

基本層序および遺構覆土の色調記載については、1997年 版農林水産省農林水産技術会議i事務局監修の 「新

版基準土色帖」に拠 った。
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本書は平成14年 度地域づ くり推進道路事業一般県道東山七浦線道路改良工事に係る大明神遺蹟の発掘調査

報告書である。

調査は山形県の委託により財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施 した。

調査要項は下記の通 りである。

遺 跡 名

遺 跡 番 号

所 在 地

調 査 主 体

受 託 期 間

現 地 調 査

調 査 組 織

調査担当者

だいみょうじん

大 明神 遺 跡

143

やまがた

山形県山形市大字青柳字大明神

財団法人山形県埋蔵文化財センター

平成14年4月1日 ～平成15年3月31日

平成14年9月25日 ～平成14年11月8日

理 事 長

調査 第二課 長

主任調査研究員

調 査 研 究 員

調 査 員

木村 宰

尾形 興典

小林 圭一

植松 暁彦(調 査主任)

吉田江美子

本書の作成 ・執筆は、植松暁彦 ・吉田江美子が担当した。「自然化学分析」についてはパ リノ・サーヴェイ

株式会社に依頼 した。

委託業務は下記の通 りである。

遺構の写真測量 ・実測 パスコ株式会社

資 料 の 理 化 学 分 析 パ リノ ・サーヴェイ株式会社

出土遺物 ・調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管 している。

発掘調査及び本書を作成するにあた り、下記の方々か ら御協力、御助言をいただいた。

山形大学 阿子島功教授、同 伊藤清郎教授、七浦地区 大内孝一氏、同 丸子忠一氏
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1調 査の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査 に至る経過

今回の発掘調査は、地域づ くり推進道路事業一般県道東山七浦線道路改良工事に伴い実施さ

れたものである。

山形市大字青柳 に所在する大明神遺跡は、昭和53年 に山形県教育委員会が発行 した 『山形県

遺跡地図』に遺跡番号143と して登録 されている。

本調査に先駆けて、平成13年ll月 、事業計画部分について教育庁社会教育課文化財保護室に

よる6箇 所の試掘 トレンチを設定した分布調査が実施 された。その結果、表土より約50cm掘 り

下げた面に柱穴跡 ・溝跡 ・土坑等の遺構、土師器 ・須恵器等の遺物が確認 されたことから、東

西におよそ65mの 広が りを見せる奈良時代から平安時代にかけての集落跡であることが明らか 集 落 跡

になった。

その調査を受けて、山形県教育委員会 と村山総合支庁建設部道路課等の関係機関による調整

協議が図 られた。それにより工事に先立ち図面 ・写真などによる記録保存 を目的 とした緊急発

掘調査で対応することとなった。そのため、事業計画部分の うち、1,300㎡の範囲について、平

成14年 度に財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが山形県より発掘調査の委託を受け、 この度実

施に至ったものである。

2調 査の方法と経過

本調査は平成14年9月25日 から11月6日 まで、29日間にわた り実施した。調査面積は1β00㎡

である。

それに先立ち、平成14年9月18日 、村山合同支庁会議室において、大明神遺跡発掘調査事前

打ち合わせ会を開催 し、発掘調査に至る経過 ・調査期間 ・調査体制 ・調査の方法 ・安全対策等

について関係機関 とともに確認を行った。

発掘調査はまず重機により遺構面まで表土除去作業 を行い、続いて遺構面の面整理 によって

遺構の存在を検出 ・確認する。その後に遺構精 査 とともに遺構の埋土の観察 ・記録を行い、遺

構の形状や遺物の出土状況などを図面や写真 により記録 した。

10月25日 に空中撮影による遺構の実測記録 を行い、11月1日 には現地説明会を実施 し、その

際約50名 の参加者を迎えた。

調査区を区画するグリッ ドについて5m×5mで 設定し、X軸 は北か ら南へAか らDま で、

Y軸 は西から東へ0か ら14ま でと設定 し、 「A-1区 」等 と位置 を示 した。なおグリッドは磁

北に対 し28度東へ傾いている。高さは海抜標高で表 している。

1



遺 跡 名 種 別 時 代 遺 跡 名 種 別 時 代
1 大明神遺跡 集落跡 奈良～平安 中世 23 北海上B遺跡 集落跡 奈良～平安
2 長崎館 城館跡 中世 24 中野城 城館跡 中世
3 高 城 城館跡 中～近世 25 服部遺跡 集落跡 奈良～平安
4 桜江遺跡 集落跡 奈良 26 新井田遺跡 集落跡 奈良～平安
5 入水遺跡 集落跡 奈良～平安 27 天神遺跡 集落跡 奈良～平安
6 礼井戸条里遺構 生産跡 平安 中世 28 千手堂大門遺跡 散布地 奈良～平安
7 高 東遺跡 集落跡 奈良～平安 29 漆山長表遺跡 集落跡 奈良～平安
8 清池遺跡 集落跡 平安 30 見崎遺跡 集落跡 奈良～平安
9 村東B遺跡 集落跡 平安 31 境田C遺跡 集落跡 奈良～平安
10 永源寺跡遺跡 墳墓 奈良～中世 32 境田B遺跡 集落跡 奈良～平安
11 中里B遺跡 集落跡 平安 33 境田A遺 跡 集落跡 奈良～平安
12 十二木遺跡 集落跡 平安 34 下柳C遺 跡 集落跡 奈良～平安
13 三千段遺跡 集落跡 平安 35 下柳B遺 跡 墳墓 中世
14 清池藤壇遺跡 墳墓 中世 36 一本木B遺跡 集落跡 奈良～平安
15 伊達ノ城 城館跡 中世 37 青柳楯 城館跡 中世
16 一 ノ坪 遺跡

集落跡 平安 38 一本木A遺 跡
集落跡 奈良～平安

17 達磨寺遺跡 集落跡 奈良～平安 39 寺西遺跡 集落跡 奈良～平安
18 渋江館 城館跡 中世 40 今塚遺跡 集落跡 古墳～平安
19 渋江遺跡 集落跡 奈良～平安 41 落合楯 城館跡 中世
20 漆山館 城館跡 中世 42 宮町円応寺 集落跡 奈良～平安
21 梅ノ木遺跡 集落跡 古墳～平安 43 内城遺跡 城館跡 中世
22 伊達城 城館跡 中世 44 山家楯 城館跡 中世

第1図 遺跡位置図(国土地理院発行2万5千 分の1地形図「山形北部」を1/2に縮小して使用)
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H立 地 と環境

ll 立 地 と環 境

1地 理 的 環 境

大明神遺跡は山形市北部、JR奥羽本線南出羽駅の東約100mの 位置に所在 し、周辺には水田 ・

畑地 ・果樹園等が広がる。標高は約107mで ある。遺跡東側は大森山をはじめ とする奥羽山脈 を

背景 とし、西側には白鷹丘陵を遠 くに望む。この遺跡は、面白山を源流とし遺跡の北を流れる

立谷川と、南を流れる村山高瀬川によって形成 された複合扇状地扇端部の平地に存在する。こ

立谷川扇状地 の扇状地は立谷川扇状地 と称され、半径8kmで 落差120mと 急勾配 をなしている。扇端部は羽州

街道に沿ってお り、そこでは湧泉が点在する。扇状地南半 にあるこの地域は両河川が度々氾濫

し、それによって形成された堆積地上 に立地 している。 また遺跡の南約1kmで は西流する村 山

高瀬川と北流する馬見ヶ崎川が合流 し、両川は白川 となり北西へ流路 を取る。

このように大明神遺跡は河川 と湧水 によって水利の便に恵まれた環境にあることが うかがえ

る。

2歴 史 的 環 境

大明神遺跡の周辺にはこれまでに多 くの遺跡の存在が確認されている。七浦遺跡 ・七浦一一ノ

石 包 丁 坪遺跡 ・漆山遺跡 ・北柳1遺 跡では弥生時代中期の土器 ・石器等が出土している。特に七浦遺

跡では石包丁3点 が出土 してお り、当時この地で稲作が行われていた証拠 として重要視 されて

いる。古墳時代には遺跡周辺に七浦遺跡 ・今塚遺跡 ・五反遺跡など多 くの集落が形成され、な

かでも下柳A遺 跡では古墳時代中期の集落跡が確認 された。また七浦(狐 山)古 墳群やお花山

古墳群、そ して古墳時代中期か ら後期のもので数十基の古墳か らなる衛守塚古墳群などがあ り、

この地が首長によって支配されたことが推測 される。古代 においても漆山長表遺跡、五反遺跡

などがあ り集落が広 く形成 されていたことが判明した。なかで も境田遺跡群では9世 紀から10

世紀にかけての集落の変遷がうかがえる。

中世か ら近世かけては長町館 ・青柳楯 ・伊達ノ城 ・風間楯などの城館が築かれるようにな り、

最上氏の家臣団 最上氏の家臣団が居城 した。また応永年間(1394～1428)構 築 とされる中野城跡は山形城の外

城 として元和8年(1622)ま でその役 目を果たした。この遺跡は、羽州街道から東へ伸びる道

に隣接 しているが、この道は奥羽山脈 を越えて陸奥国へ往来する人々や荷物運搬の交通路のひ

とつであった二口峠に通 じている。また、羽州街道は遺跡より西約500mの 地点を南北に走って

羽 州 街 道 いる。羽州街道は桑折宿(現 福 島県)か ら三厩(現 青森県)に 至る街道で、16世 紀末か ら17世

紀前半にかけて諸大名の通行のため整備 され出羽国内の主要幹線 とな り、現在 も道路 として使

用されている。

このように遺跡周辺は、扇状地の扇端であり湧水が豊富であることから、稲作等の農作物生

産に適 した土地であ り、それによって弥生時代以降集落が発展 した地域であり、中世には城下

町の防衛や、人 ・物の往来の拠点 となった地域でもあった。
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皿 遺跡の概要

皿 遺 跡 の 概 要

1調 査区 と層序

今回の調査区は、遺跡の全体から見れば、南北に伸びる遺跡範囲のほぼ中央にあたる。

本遺跡は、広義的に現村 山高瀬川右岸の 自然堤防(微 高地)上 に立地する。狭義的には、本

遺跡の東に近接する漆山長表遺跡や平成13年 度に実施 された試掘調査等の周辺微地形の様相か

ら、西流する高瀬川 ・立谷川の旧流路が北から南へ走行 し、所々に浮島状に形成された自然堤

防(微 高地)上 に立地する。この旧河川流路は、遺跡東側を低地 として遺跡 を画 し、概ね遺跡

範囲は、これら河川の氾濫 により土砂が堆積 し、現在 も一段高い畑地等に利用 される地区の範

囲と判断される。また、調査区内の地山は、基本的に微砂やシル トであるが、東半部 を主に南

北方向に帯状に砂礫層が地山を形成 し、上記の旧河川の洪水等に関わるものと推測 される。

基本層序は1層 が黒褐色耕作土、ll層 が黒褐色粘質 シル ト、皿層が暗褐色微砂(包 含層)、IV基 本 層 序

層が黒褐色粘質シル ト～砂礫層(地 山)で ある。皿層下部か ら遺物の包蔵が認め られ、遺構 の

検出面はIV層 直上面であった。但 し、調査区南壁の皿層下位には、皿層 と砂礫層が混合する層

順(皿 層下)が 認め られ、当初皿層の一部 として認識 したが、周辺の地籍図や道標等から調査

区外の南側に沿って中～近世の古道が東西に走行する事が窺え、 これに関わる整地層の一部の

可能性 も推測 された。

2遺 構と遺物の分布

調査で検出された主な遺構 は、奈良～平安時代の掘立柱建物跡、竪穴住居跡、井戸跡等であ

る。他に中世の総柱建物跡、溝跡、ピッ ト等 を検出した。

本遺跡の主体である奈良～平安時代では、調査 区東半部を中心に掘立柱建物跡4棟 、竪穴住

居跡1棟 が確認され、特に掘立柱建物跡は、調査 区北東部に集中する傾向が窺 える。 これらは、

主軸方向がほぼ南北を指す一一群(SB1・3・4)と 、東に傾 く一群(SB2・ST6)に 分けられ、分布

や出土遺物等から時期的な差異の可能性が推測 された。調査区南東部では、SEI7と した素掘

りの井戸跡が検出されるが、SX31と した浅い落ち込みにより地山が削平され、遺構iもピット等

に限られる。調査区中央～西半部 も全体に遺構が希薄で、旧宅地の庭木による撹乱が著 しい。

SX69と した竪穴状遺構が検出されたが、貼床や出土遺物がなく、撹乱等により判然 としない。

中世の遺構iでは、SB30と したやや大型の2×3問 の総柱建物が現県道に平行 して検出され、

建物の東側には、同軸方向の柱列が等間尺で並ぶ。これらは、間尺が大 きく、柱穴は全て小型

で深い掘 り方で、奈良～平安時代の建物群 とは明らかに様相が異なる。他にSB30を 囲むように

SDI8溝i跡 が検出され、建物には至 らないが溝跡と平行する柱列や小溝跡 も散見された。

一方、 出土遺物では、奈良～平安時代が、ST6竪 穴住居跡や包含層か ら主に土器群が出土

し、須恵器 ・赤焼土器の他 に、有段丸底の所謂「国分寺下層式」期の土師器杯 も散見 された。

中世では、SB30総 柱建物跡や同方向の柱列の柱穴か ら、かわらけが若干出土 した。

奈良～平安時代

中 世
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IV検 出遺構

IV検 出 遺 構

奈良～平安時代の遺構

今調査では、奈良～平安時代の掘立柱建物跡4棟 、竪穴住居跡1棟 、井戸跡1基 、性格不明

遺構、落ち込み状遺構、ピット等が検出された。以下に主な遺構毎に概述する。

1掘 立柱建物跡

掘 立 柱 建 物 跡 と して 確 認 で きた もの は4棟 で あ る 。 こ の他 に も多 くの 小 ピ ッ トを検 出 した が 、

積 極 的 に建 物 跡 とす る ま で に は 至 らな か った 。4棟 と も出土 遺 物 は な い が 、 柱 穴 形 態 や 覆 土 等

か ら奈 良 ～ 平 安 時 代 に帰 属 す る もの と推 定 さ れ る 。 各 建 物 跡 につ い て列 記 す る。

SB1掘 立 柱 建 物 跡(第6図)調 査 区 北 東 部 のA～B-11～13グ リ ッ ドに 位 置 し、IV層 上 面

で 検 出 され る。2×3問 の東 西 向 きの建 物 で 、 北 西 角 が 調 査 区 外 に延 び る。 建 物 規 模 は、 概 ね

梁 行 約3.8m(約12.5尺)、 桁 行 約6.6m(約22尺)を 測 る 。 柱 問距 離 は梁 問 約1.9m(約6.5尺)、 桁 行 約

2.2m(約7.5尺)で あ る。 長 軸 方 向 は 、N-57。-Wで あ る 。 柱 穴 はEP1～10で 構 成 さ れ 、平 面 形

は、隅丸 方 形 を主 に 不 整 な 円 形 を呈 し、 径48～74cm、 確 認 面 か らの 深 さは 約16～26cmを 測 る 。

覆 土 は黒 褐 色 砂 質 シル トの単 層 を主 と し、EP1・7を 除 き柱 痕 が 確 認 され た 。 特 にEP1は 規

模 や 覆 土 等 か ら柱 の抜 き取 りが 推 測 され た 。

SB3掘 立 柱 建 物 跡(第7図)調 査 区 北 東 部 のB～C-ll～12グ リ ッ ド、IV層 上 面 で 確 認 さ

れ た。SB1に 北 接 し、SX8や 暗 渠 に一 部柱 穴 が 切 られ る。2×4問 の 南 北 方 向 の や や 長 大 な建

物 で 、建 物 規 模 は、梁 行2.7m(約9尺)、 桁 行8.Om(約26.5尺)を 測 る。柱 問距 離 は梁 問1.35m(約4.5

尺)、 桁 行 約2.Om(約6.5尺)を 測 る 。 長 軸 方 向 は、N-470-Eで あ る。柱 穴 はEP1～5・7・8

・40・41・58・60・62で 構 成 され 、柱 穴 の 掘 り方 は 平 面 形 が 隅 丸 方 形 を呈 し、 径34～72、 確 認

面 か らの 深 さ は13～28cmで あ る 。覆 土 は 黒 褐 色 シ ル トで 、全 て の柱 穴 か ら柱 痕 跡 が 確 認 さ れ た 。

ま た 、ED62は 、SB3南 西 角 の 柱 列 約40cm外 側 に 、 幅40cm前 後 の小 溝 がL字 型 に走 行 す る も

の で 、 建 物 に付 属 す る雨 落 溝 の 一 部 と推 測 さ れ た 。 覆 土 は 主 に黒 褐 色 シル トで あ る。

SB4掘 立 柱 建 物 跡(第8図)調 査 区 中央 部 北 側 のB～C-8～9グ リ ッ ド、IV層 上 面 で 確

認 さ れ た 。2×3間 の 南 北 方 向 の 建 物 で 、規 模 は梁 行 約3.8m(約12.5尺)、 桁 行 約5.4m(約18尺)

を測 る 。柱 問 距 離 が 梁 問1.9m(約6.5尺)、 桁 行1.8m(約6尺)で あ る 。長 軸 方 位 はN-16.5。-Eを

測 る。 柱 穴 はEP1～10で 、 平 面 形 は主 に 円 形 を呈 し、径28～48cm、 深 さ5～22cmを 測 る 。覆 土

は黒 褐 色 シル トで 、全 て の柱 穴 で 柱 痕 が確 認 さ れ た 。

SB5掘 立 柱 建 物 跡(第8図)調 査 区 中央 部 のE-8～9グ リ ッ ドに位 置 し、IV層 上 面 で 確

認 さ れ た 。間 尺 の大 きい1×1間 の 建 物 で 、 規 模 は 梁 ・桁 行3.Om(約10尺)で あ る。 南 北 軸 はN

-10。-Eを 測 る
。柱 穴 はEP1～4で 、平 面 形 は 円 形 や 不 整 円 形 で 、径 約44～58cm、 確 認 面 か ら

の 深 さ は 約18～28cmを 測 る 。 覆 土 は黒 褐 色 シ ル トで 、 全 て の柱 穴 で柱 痕 が 確 認 され る。

長 舎 建 物

9



IV検 出遺構

括 土 器

低 湿 地

2竪 穴 住 居 跡

今調査区では竪穴住居跡が1棟 確認 された。時期は出土遺物から奈良 ・平安時代 に帰属する。

ST6竪 穴住居跡(第9図)調 査区中央部南側のF～G-8～9グ リッドで、IV層 上面で確

認された。南側をSD7溝 跡に切 られ、中央部を中世 と推測される小規模 なピットに切 られる。

平面形はほぼ方形で、建物規模は南北約3.6m、 東西約3.5mを 測る。方位は南北軸でN-56。-

Eを 測る。床面は平坦で貼床が施される。壁 は緩やかに斜位に立ち上が り、確認面からの深さ

は約28cmで ある。覆土は黒褐色 シル トで、地山粒 を若干含む。貼床は、黒褐色粘質シル トで全

体 に薄 く、壁際でやや厚 く約10cmを 測る。カマ ドや炉跡、柱穴は確認できなかった。

床面の北～東壁付近を中心に一括 して遺物(RP3～12・16)が 出土した。特に東壁際の土師器

甕(RP3)と 赤焼土器甕(RP7)は 横位で近接 し、半完形で検出された。 北壁際の底部切 り離 し

が回転糸切の須恵器圷(RPI1)は 逆位でほぼ床面直上の出土である。

3井 戸 跡

規模が大 きく全体に掘 り方の深い ものを素掘 りのSEI7井 戸跡 として登録 した。

SE17井 戸跡(第10図)調 査区南東端部のG-11グ リッドに位置し、IV層 上面で確認された。

南側が調査区外に延び、南壁の土層断面からSX31落 ち込み状遺構iに上半 を壊 されている。

平面形は不整円形で、南北約2.3m以 上、東西約2.4mを 測る。底面はほぼ平坦で、壁は緩やか

に立ち上が り、断面形は緩やかなU字 状を呈し、 中位に段を有する。確認面か らの深 さは約50

cmで ある。覆土は2層 に大別 され、上層は黒褐色 シル トで、約10～20cmの 川原石がまとまって

廃棄される。下層は炭化物を多 く含む黒色粘質シル トの泥炭層で、櫛描波状文のある須恵器壷

片が出土 した。また、底面付近には直径約40cm大 の川原石が単体で廃棄 されている。

4落 ち込み遺構

平面形が不整で確認面か らの深さが比較的浅いものを落ち込み(SX)と 判断して登録 した。

本遺跡では、調査区南端部で検出された低湿地状の不整形な落ち込みSX16等 が相当する。

SX16落 ち込み遺構(第4・5図)F～G-9～llグ リッドで確認され、 調査区壁の土層から

皿層(遺 物包含層)下 位で、IV層 上面で確認された。所謂低湿地状の浅い掘 り込みで、検出長で

南北約7m、 東西約13.5m以 上を測 り、南 ・東側が調査区外 に更に広がる。底面は概ね平坦だが、

縁際付近に緩慢な凹凸が認められ、掘 り方も全体にやや深 くなる。確認面か らの深 さは約10cm

である。覆土は主に黒色シル トで、流れ込み と推測 される古代の土師器小片が出土 した。

5性 格不明遺構

当初、方形状のプランや覆土の類似等から竪穴状遺構 として登録 したが、貼床のない床面や

重複する著 しい撹乱等により遺構iの性格が判然 としない遺構 としてSX69等 が上げられる。

SX69性 格不明遺構(第10図)調 査区西半部のE～F-4グ リッド、IV層 上面で確認された。

西 ・北 ・東側を庭木による撹乱で壊される。検出長で東西約4。4m以上を測る。底面は平坦で、

壁 は緩やかで、確認面か らの深 さは約16cmで ある。覆土は黒褐色シル トの単層である。
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IV検 出遺構

規

柱

模

穴

出 土 遺 物

廟 状 柱 列

中 世 の 遺 構

調査区中央部南側 を主に掘立柱建物跡1棟 と溝跡1条 、多数のピット群等が確認された。

6総 柱建物跡

建物跡 として確認できたものは1棟 である。建物が構成 される柱穴から当該期のかわらけが

出土し、中世の総柱の建物跡 と判断された。周辺には、建物 と同様の小型で深い掘 り方のピッ

トも検出されたが、全体では建物跡とするまでに至 らなかった。

SB30総 柱建物跡(第11図)調 査区中央部南側のF～G-6～7グ リッ ドで、IV層 上面で確

認 された。2×3間 の東西方向の総柱建物跡で、全体に砂質の覆土等が類似するSDl8溝 跡の内

部で検出される。南側で幅広で浅い掘 り方のSD7溝 跡 を切 り、北東角でSDI8溝 跡の続きと推定

されるSD19・20溝 跡に切 られる。建物規模は、梁行約5.8m(約19.5尺)、 桁行約7.2m(約24尺)を

測 る。現県道 とほぼ平行 となる東西方向で、長軸方位はN-63。-Wを 測る。

また、建物南辺か ら約2.2m南 側 に、建物 と併行する4基 の柱穴からなる検出長約7.6mの 廟状

のSA81と した柱列跡を伴 う。

建物を構i成する柱穴は、西か ら東へ桁行で、北辺がEP42・43・9・44、 中央EP47・46・15・

45、南辺EP63・48・11・49で ある。これらは、各々柱間が等 しく対応する。柱穴は、当初単独の

ピット(SP)群 として認識 していたが、建物 として認識できた段階で建物を構成する柱穴(EP)

として登録 した。 柱問距離は、 梁問2.9m(約9.5尺)、 桁行が概ね2.4m(約8尺)の 等間隔である。

柱穴は、一様に平面形が小規模で掘 り方が深い形態である。平面形は主に円形を呈 し、径28

～40cm 、深さ42～56cmを 測 る。覆土は概ね黒色微砂単層で、全て柱痕が確認 された。EP49で は

柱穴の下部で柱痕跡が複数確認 され、支え柱等の可能性 も窺えた。

出土遺物はEP44・45・15の 覆土中か らかわらけ小片(RP26・27・28)が 出土 した。

更に南側の廟状のSA81柱 列跡は、EP78・54・55・13の4基 の柱穴から成 り、柱問距離は2.1m

(約7尺)前 後である。柱穴は、EPI3を 除き建物跡の柱穴と同様に平面形は小規模だが、掘 り

方は全体に浅い。径26～30cm、 深 さ約18cmを 測る。覆土は黒色微砂である。EPI3は 、直径約90

cm、深さ64cmで 、他の柱穴群 と比べ大型で、柱痕跡 も未検出である。 覆土は3層 に分けられる

が、概 ね地山塊や粒、炭化粒を含む暗褐色 シル トの同一埋土 と考えられ、柱の抜取 り等が推測

された。底面直上よりかわ らけが逆位で出土した。

他 にSP50～53の ピットか らなるSA82柱 列跡や小規模なSD31溝i跡 等が、建物南側で検出され、

両者ともSDI8溝 跡 と同方向で関連が窺えたが、建物や付属施設 としては判然としない。

7溝i 跡

SD18溝 跡(第11図)調 査区中央部西側のE～(}-5～7グ リッド、IV層 上面で検出された。E

-6グ リッド付近でほぼ直角に屈曲するL字 形の溝跡で、南側が調査区外に延びる。 北側の小

規模 なSD19・20溝 跡 もSDl8に 連なる分布位置や方向性、覆土等から同一遺構 とも考えられる。

溝跡は、撹乱が著 しいが、幅50cm前 後を測 り、西側検出長で約14m以 上 を測る。断面形は緩

やかなU字 形を呈 し、確認面か らは約9～22cm程 である。覆土は暗褐色シル トの単層である。
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V出 土遺物

V 出 土 遺 物

今調査では、奈良～平安時代の土器群 を中心に、縄文土器 ・古墳時代の土師器 ・かわらけ ・

砥石等が散見され、油脂箱で約16箱 が出土 した。以下に時代の古い順に遺構海 に概述する。

1縄 文 ・古墳時代の土器

縄文時代の土器(第14図5)調 査区東半の南壁包含層から縄文土器片が出土 した。深鉢類

の体部片と推測 され、地文に単節LRを 施文する。器厚が全体に薄 く同時代でも後半にあたろう。

古墳時代の土器(第14図12)調 査区中央部のSP44ピ ットの覆土中か ら古墳時代 と推測され

る壷の体部下半が出土する。残存部から体部はほぼ球形 と判断され、底部は中央部に平坦で浅

い凹み部を有する。体部形態から同時代前期の塩釜～南小泉H式 期の所産 と考えられる。

2奈 良～平安時代の遺物

調査区で主体を占めるのは、奈良～平安時代の土器が大半で、竪穴住居跡を主にまとまった

資料が得 られた。 これらの土器は、所謂 「国分寺下層式」期の古相を示す一群 と、 「土師器 ・

須恵器の優位性、赤焼土器の量的増加」等が指摘 される新相の一群に分け られる。以下に主な

土器群を遺構毎に概述 し、器種 については圷類を主に分類 し、他の器種は特徴的なものを概略

する。

ST6竪 穴住居跡出土土器(第12・13図)竪 穴住居の床面を主に須恵器杯、土師器甕、赤焼

土器」不・甕・鉢などが出土 した。供膳器では、須恵器圷(12-1・2・4・5)、 赤焼土器」不(12

-3)が 認められる。 須恵器杯は、全体 に口径約14cm、 器高約4cm前 後 を測るが、底径が約7

cm内外でやや逆台形 を呈するもの(A類:12-1・2)と 、底径が底径約6.5cmと やや縮小化 し体

部が緩やかに立ち上がるもの(B類:12-4)が ある。底部切 り離 しは、前者がヘラ切 り、後者

が回転糸切 りである。

赤焼土器圷(12-3)は 、色調が赤褐色で焼成が軟質、砂粒 を多 く含む胎土か らも明 らかに須

恵器類 とは異なる。一方、器形は須恵器圷のA類 に類似 し、底部切 り離 しはヘラ切 りである。

煮沸具では、土師器甕(12-8・9)、 赤焼土器甕(12-10・13-1)が 出土 した。特に赤焼土

器甕は床面に隣接 して横位に倒壊 して出土し、ほぼ完形に復元で きた。これ らは、体部外面の

上半にロクロ痕、その後体部下半に縦方向のやや幅広のヘ ラケズ リを施す形態である。

また、両者は、口縁部が約23～26cmで 、口縁部が外反 し、口唇部下端がやや肥厚 し上端が短

く直線的に立ち上がる形態や、器高が約35cm内 外 と同 じであるが、体部形態が12-10は 最大径

(21.4cm)が 体部中位の胴張 りタイプに対 し、13-1は 最大径(23.4cm)が 体部上位にあるやや肩

の張る器形の差異がある。底部は、両者 とも一部欠損 し、木葉痕や網代痕は認められない。

他に、赤焼土器鉢(12-7)と した頸～体部の資料がある。体部が緩やかに立ち上が り、体部

上端で僅かに肩が張 り、口縁部は 「く」の字状に外反するようである。磨減が著 しいが体部外

面下半に縦のケズリ調整の痕跡が認められる。

圷 の 分 類
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V出 土遺物

か わ ら け

20

出土遺物の年代は須恵器杯類のA・B類 の供伴や、須恵器模倣 と考えられる赤焼土器圷の形

態等か ら概ね9世 紀前葉と比定 される。

なお、ST6中 央部を切るSP35よ り赤焼土器の高台付杯(12-6)が 出土し、やや足の長い高台

の特徴か ら新相の一・群 と推測され、重複関係か らも9世 紀後～10世 紀初頭頃が推測 される。

SE17井 戸跡出土土器(第13図)井 戸跡の覆土中位 より須恵器甕、砥石が出土 した。須恵器

甕(13-2)は 、頸部破片で外面に櫛描波状文が施文 される。砥石(14-6)は 、長さ約10cmで 欠

損する。泥岩製の川原石で4面 に摺 り面が認め られ、一部自然面を残す。時期は、少量の遺物

のため判然 としないが、櫛描波状文のある甕形態から古代で も古い段 階としてお く。

SD7溝 跡出土土器(第13図)溝 状の浅い落ち込み遺構iの覆土や床面直上から土師器圷 ・同

甕、赤焼土器甕等が出土した。土師器杯(13-3)は 有段丸底で所謂「国分寺下層式」期の古段階

のものと判断される。外面は、段か ら上の体部上半～口縁部が横ナデ、段下の体部下半～底部

がケズ リ調整である。内面は横 ミガキ後に黒色処理を施す。口唇部は玉縁状 にやや肥厚する。

土師器甕は、全て体部片で内外面縦ハケメ(14-4)、 外面縦ハケメで内面ナデ(13-9)が あ

る。赤焼土器甕(13-6)は やや小型で、ロ縁部がやや強 く外反する。

時期的には一一部有段土師器の古相も認められるが、竪穴住居等 との重複関係や赤焼土器甕等

の形態か ら9世紀後半頃と捉えてお く。

その他の遺構出土の土器(第13図)SX8性 格不明遺構覆土中より須恵器高台付圷(13-7)

が出土 した。底径が大 きく底部切 り離 しがヘラ切 りの杯部にやや厚みのある高台が付 く。時期

的に8世紀後半の所産であろう。SP12ピ ッ ト覆土中より土師器甕(13-11)の 底部片が出土 した。

底径約8.5cmを測 り、底面に木葉痕が残 る。底部付近の体部内外面はナデやオサエの調整が施さ

れる。SP10ピ ット覆土中より土師器杯(13-8)が 出土 し、外面体部下端にハケメ痕跡が残る。

小片で不明なが ら古い様相と考えられ、時期的には8世紀後～末葉頃のもの と推測される。

遺構外出土の土器(第13図)包 含層から出土 しグリッ ドで取 り上げた主なものを概括する。

土師器では、13-4・5は 前述 「国分寺下層式」期の有段丸底土師器の一群で、両者とも外

面調整は、段上～口縁部が横ナデ、段下～底部がケズリ、内面は横 ミガキ後黒色処理 を施す。

口唇部は、13-4が 前述13-3同 様、玉縁状 に肥厚するのに対 し、13-5は 内湾 しながら緩や

かに立ち上がる形態である。両者とも時期的には8世 紀前～中葉頃と考えられる。

3中 世 の 土 器

SB30総 柱建物跡や同方向の柱列の柱穴及び包含層か ら中世のかわらけが出土 した。特に

SB30掘 立柱建物跡の年代は、柱穴覆土中から一部古代の土器片 も散見されたが、同様に出土 し

た土器群で最も新 しいかわ らけの時期が相当するものと考えられる。

かわ らけ(14-7～10)は 、14-9を 除き全てロクロ成形で、口径約10cm前 後、器高約2.4cm

程のものが多い。口縁部は、緩やかに外傾 して立ち上がるもの(14-7・9・10)と 、口唇部付

近 に段 を有するもの(14-8)が ある。14-7は 半完形で出土 し、底径 は約4.5cmと やや小型であ

る。時期的には器形等から全体に鎌倉～室町時代の13～14世 紀頃と考えられる。
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V出 土遺物

4道 標

調査区外の南西端にあ り、現県道と農道の追分に下部が埋没 していた。地元民が今道路工事

に伴う消失 を防 ぐため自宅に保管 していた。

道標(第14図ll)は 概ね長方形 を呈する安山岩の自然石で、高さ約80cm、 幅約42cm、 厚さ約

29cmを 測る。字種は、表面と両側面の上方1/3を 空けて刻 まれ、表面には行先の 「右 東山」・

「左 山寺」を並列させ、下に 「道」を刻 む。左側面には建立者名の 「丸子氏造立」、右側面に

は建立時期の 「文政十二丑年」(1829年)を 刻む。

大明神遺蹟出土遺物観察表

挿図番号 種 別 器 種
測 値

底部切離調整
調整方法

出土位置 登録番号 備 考
ロ径 底径 器高 外面 内面

第

11

図

1 須恵器 圷 (140) 68 39 ヘ ラ切 り ロクロ ロクロ ST6 RP3・6・11・12

2 須恵器 圷 (74) (20) ヘ ラ切 り ロクロ ロクロ ST6Y RP16

3 赤焼土器 圷 (84) (9) ヘ ラ切 り ロクロ ロクロ ST6 RP10

4 須恵器 圷 144 67 43 糸切り ロクロ ロクロ ST6F下 RP11

5 須恵器 圷 (132) (36) ロクロ ロクロ ST6

6 赤焼土器 高台付圷 (72) (16) 糸切り ロクロ ロクロ ST6・SP35

7 赤焼土器 鉢 ケズリ ST6F中 RP10

8 土師器 甕 ハケメ ハケメ ST6Y・F

9 土師器 甕 (69) ハケメ ナデ SD7・ST6・SP2 RP15・19上

10 赤焼土器 甕 235 60 354 ロクロ・ケ ズリ ロクロ・ナ デ ST6 RP5・7・8・9

第

12

図

1 赤焼土器 甕 258 343 ロクロ・ケ ズリ ロクロ ST6 RP3・6・7

2 須恵器 壷 (49) ロクロ ロクロ SE17 RP20 櫛描波状文

3 土師器 」不 (125) (31) ヘ ラケズ リ ナデ ミガキ SD7 RP17 黒色化

4 土師器 」不 (31) ヘ ラケズ リ ナデ ミガキ SD16 黒色化

5 土師器 」不 (26) ヘ ラケズ リ ナデ ミガキ E-8・F-8 国分寺下層 黒色化

6 赤焼土器 甕 (126) (33) ロクロ ロクロ SD7

7 須恵器 高台付圷 (74) (19) 糸切り ロクロ ロクロ SX8 RP23

8 土師器 圷 (50) (10) ハケメ ミガキ SP10 黒色化

9 土師器 甕 (41) ハケメ ナデ SD7 RP1

10 土師器 甕 (68) (32) ハケメ ナデ SP39

11 土師器 甕 84 (11) 木葉痕 ハケメ ハケメ SP12 RP19下

12 土師器 壷 68 (35) ナデ ナデ SP44 RP26

第

13

図

1 須恵器 壷 (67) タタキ E-8

2 土師器 鉢 (57) ナデ ナデ SP11

3 須恵器 蓋 (140) (8) ロクロ ロクロ E区N半

4 土師器 甕 (47) ハケメ ハケメ SK13

5 縄文土器 深鉢 (49) 地文LR E区S壁

6 石製品 砥石 (100) 46 40 SE17 RQ21 計測値 は長 ・幅 ・厚

7 土師質土器 か わらけ (88) 44 24 糸切り ロクロ ロクロ SB30EP13 RP29

8 土師質土器 か わらけ (104) (66) (24) ロクロ ロクロ SB30EP11

9 土師質土器 か わらけ (110) (20) ロクロ ロクロ E区W半 皿層

10 土師質土器 か わらけ (98) (14) ロクロ ロクロ X-0

11 道標 796 422 290 計測値 は長 ・幅 ・厚
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VIま とめ と考 察

まとめ と考察

1ま と め

今調査では、奈良～平安時代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡を中心 とする集落跡 と、中世の掘

立柱建物跡や溝跡等が検出された。遺物では当該期の土器の他に縄文土器や古墳時代の土師器

片が僅かに散見 された。以下に時代の古い順に遺構 と遺物の変遷 を整理 してまとめ とする。

本遺跡で最 も古い遺物群 として縄文時代後～晩期頃の粗製土器片と、古墳時代前期の土師器

片が上げ られる。これらは、前者が本遺跡の南 に近接する縄文時代晩期の北柳遺跡、後者が東

に近接する漆山長表遺跡に同時期の集落が確認されてお り、それらに関わる遺物 と考えられる。

本遺跡の主体 となる奈良～平安時代では、掘立柱建物跡4棟 と竪穴住居跡1棟 等が検出され

た。集落構戒 を大きく見れば、調査区東側の自然堤防(微高地)の最 も高い部分に、掘立柱建物

跡群が集中して分布 し、調査区中央部のやや低い部分に竪穴住居跡や井戸跡が単体で分布する。

また、調査区南 ・西側は、SX31に 見 られる低湿地や小ピット等の検出に留まり、全体に遺構の

分布は希薄である。この中で主たる建物の掘立柱建物跡は、主軸方向や分布状況か ら、概ね南

北或いはそれに直交するもの(SB1・4・5)と やや東に傾 くもの(SB3)に 大別 される。 また、

SB3は 他の建物に比べ、梁間に比 して桁行が長い所謂長舎建物でやや特異な形態を示す。

建物の構i築時期は、遺物がほとんどなく判断に窮するが、SB3は 、9世 紀前半頃のST6竪 穴

住居 と主軸方向が同 じである事等からほぼ同時期の可能性がある。SB1・4・5は 、 全体の遺

物相に「国分寺下層式」期段階の土器群が一定量散見でき、それ らに対応する建物 とも推測され、

SB3よ りも前出の8世 紀中葉～後葉の時期が相当するか もしれない。

一方、遺物相では杯類 を主に、土師器が前述「国分寺下層式」期古相の有段丸底、須恵器では、

底部切 り離 しがヘラ切 りと回転糸切 りなが ら器形がほぼ同一の逆台形の一群が竪穴住居から出

土 した。他にやや高い高台を持つ赤焼土器が竪穴住居を切 るピットから出土 し、これらは形態

から前～後者の順に新 しい様相を示すと考えられる。

これらを基に同時代の主な遺構1の変遷 と年代観は、1期:SB1・4・5・SE17(8世 紀中～

後葉)、ll期:SB3・ST6(9世 紀前半)、皿期:SD7・SP37・SX16(9世 紀後半)が 考えられる。

本遺跡で最 も新 しい中世の建物跡は、調査区中央部の大型で2×3問 のSB30総 柱建物跡が挙 中

げられる。この建物は古代の建物 と比べ、柱穴の平面形が小さく掘 り方が深 く、柱問が大きく、

主軸方向が現在の東山七浦線にほぼ平行する等の特徴を持ち、南側 には席 も付 く。柱穴からは

かわらけ等が出土 し、概ね鎌倉～室町時代の13～14世 紀代の ものと推測された。

最後に、調査区西端に建立された近世(文 政12年:1829年)の 道標 について付記する。この道 近

標は表面に 「左 山寺 右 東山」 と刻まれ、前述県道と七浦から山寺に至る現農道の追分に

ある。これは、七浦地区内を通る羽州街道から山寺 ・東山地区に至 る古道の道標 と推測 され、

少な くとも明治初年の地図には同様の古道が確認される。また、 この古道の構築時期は、東山

方面の道が今調査の中世の建物跡 と平行で、遺跡周辺の石造物からも更に遡る可能性が窺 える。

奈良～平安時代

世

世 道 標
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中 世 建 物

2考 察

今調査の特記事項 として前述中世のSB30総 柱建物跡が、調査区西側に在った道標 と絡んで、

近世ひいては中世の道路事情 と関連する遺構 として注 目される。以下に道標や古地図、周辺の

石造物等から本地域の古道の様子を復元 してみたい。

道標は、調査区の西側約20mの 県道東山七浦線 と農道が分岐する辺 りに倒れたまま放置され

ていた(第14図ll)の を地元住民が 自宅に保管 していた ものである。

安山岩の自然石 を利用 して陰刻 したもので、正面に 「左 山寺」 「右 東山」 とあ り、両行

の下中央に 「道」と彫 られている。右側面には 「文政十二年丑年」、左側面には 「丸子氏造立」

の文字が彫 り込 まれる。文政十二年は江戸時代後半の1829年 にあたる。丸子姓は現在で も七浦

地区に多 く、建立者の丸子氏は、この頃本地域の名主を務めた関係文書 も現存する。

明治初頭の地図(第15図)や 明治19年 の地籍図(第3図)に は、山寺や東山へ至 る道が記 さ

れており、これ らを現況に合わせ ると、調査区の北側を東西に走る農道が所謂 「山寺道」、調査

区南側を東西に走る県道東山七浦線は 「東山道」にあたる事が想定される。そして、道標が在

った場所は、両道の追分に相当するものと考える事がで きる。地元住民等によれば、東山道は

安定 した往来が維持 され、後に県道 として整備され、山寺道は飛行場建設(新 開地区)に よっ

て道が分断され、現在 は農道 として利用 され残ったとの事である。

さて、追分か ら約500m西 には江戸時代初頭に整備 された羽州街道が走る。羽州街道は県内内

陸部を南北に貫 く主要幹線であ り、本遺跡近 くの漆山には陣屋が置かれる等この付近は交通の

要所であった事が知 られる。

一方、両道の行 き先である山寺、東山について見ると、山寺には平安時代創建の天台宗の古

刹であり、山寺 と通称される立石寺があ り、東山には中世霊場 として山寺と共に隆盛 した三宝

岡の風立寺がある。更に両道 を進めば2ヶ 所の登 り口がある事か らその名がある二口峠に到 り、

隣国陸奥国へ と通 じている。

また、今調査で検出されたSB30総 柱建物跡は、古代の建物群 と棟方向が明らかに異な り、県

道東山七浦線 と棟方向が合ってお り、 この建物が東山道に沿 って建てられた可能性がある。同

建物跡は、柱穴掘方から出土 したかわらけ等によって鎌倉～室町時代に建て られたもの と推測

される事から、東山道も中世 まで遡る道路とも判断で きる。

直接の証左 にはな りえないが、同様の視点で遺跡周辺の両道沿いを概観すれば、伊東原地区

には山寺道に面 して鎌倉～室町時代の石製の層塔があ り、七浦地区には追分東側に近世に山形

市街地に移転 したとされる正明寺の創建が延元元年(1336)と 伝 えられている。更に周囲にも

千手堂の板碑群、漆山館跡や伊達城、十文字の地名等の中世 に遡る環境が散見される。

上記の状況か ら両古道は、少な くとも近世には整i備され、SB30建 物跡の存在や層塔等の供養

塔 としての性格を併せて考えれると、中世段 階から物資の輸送や信仰の交通路 として、七浦地

区と山寺 ・東山方面 を最短距離で結ぶ東西道が開けていたであろう事は充分に推定され、その

一部が両古道 とみても大過ないであろう。そ して、SB30建 物跡の成立や性格 も、限られた調査

区の制約から判然 としないが、この古道や追分に関わったものと考えられる。
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大明神遺跡の自然科学分析

は じ め に

パ リ ノ ・サ ー ヴ ェ イ株 式 会 社

大明神遺跡は山形市北東部の青柳 ・七浦地区に位置 し、村山高瀬川 と立谷川に挟 まれた沖積

低地に立地する。 これまでの調査によって、奈良 ・平安時代 と考えられる竪穴住居跡、掘立柱

建物、井戸跡、中近世と考えられる掘立柱建物などが確認 され、土師器や須恵器などの遺物が

検出されている。今回の自然科学分析調査は、井戸内の覆土や、竪穴住居跡の床面か ら出土し

た土器内の覆土について放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析 を行い、

当時の環境や遺構 ・遺物の用途に関する情報を得る。また、遺跡内に見られる遺物包含層や道

路跡の可能性がある土壌の由来を知る目的で、鉱物分析 と粒度分析を実施する。

1試 料

珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析用試料は、SEI7(井 戸)のF2泥 炭層と、9世 紀後半とさ

れる竪穴住居跡(ST6)の 床面で検出された土器内の土壌(RP3F下)お よび長胴甕内の土壌(R

P7A底 部付近)の3試 料である。このうちSEI7の 試料は放射性炭素年代測定(β 線計数法)も併

せて実施する。一方、鉱物分析 と粒度分析 は、調査区中央部南壁の皿層(包 含層)、皿下礫層(旧

道路盛土?)、IV地 山、調査区中央部北壁のIV層 礫層(地 山)の4点 について実施する。

2分 析 方 法

(1)放 射性炭素年代測定

SE17の 泥炭層は、 気体計数法による測定を行 う。 測定は株式会社加速器研究所の協力を得

た。なお、放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,570年 を使用する。また、測定年代は1950年

を基点 とした年代(BP)で あり、誤差は標準偏差(OneSigma)に 相当する年代である。

(2)鉱 物分析

試料約40gに 水 を加え、超音波洗浄装置を用いて粒子を分散し、250メ ッシュの分析節上にて

水洗 して粒径が1/16mmよ り小 さい粒子 を除去する。乾燥させた後、節別 して、得 られた粒径1/4

mm-1/8mmの 砂分を、ポリタングステン酸ナ トリウム(比重約2.96に調整)に より重液分離し、重鉱

物および軽鉱物をそれぞれ偏光顕微鏡下 にて250粒 に達するまで同定する。重鉱物の同定の際、

不透明な粒 については、斜め上方か らの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを 「不透明

鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒は 「その他」とす

る。また、火山ガラスは、便宜上軽鉱物に入れる。火山ガラスは、その形態によりバブル型、中

間型、軽石型の3つ の型に分類する。バブル型は薄手平板状あるいは泡のつ ぎ目をなす部分で

あるY字 状の高 まりを持つ もの、中間型 は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、

軽石型は表面に小気泡を非常に多 く持つ塊状お よび気泡の長 く延びた繊維東状のもの とする。

付 編
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(3)粒 度分析

砕屑性堆積物研究会(1983)の 方法 を参考に礫 ・砂粒子画分はふるい分け法、 シル ト・粘土粒

子画分はピペ ット法で行 う。また、粒径 区分はWentworth(1922)に 従う。

試料 を風乾 して2mmφ 舗でふるい分ける。2mmφ 節上粒子は水洗 して重量 を測定する。一方、

2㎜ φ節下粒子は40.00gを ビーカーに秤量 し、蒸留水と30%過 酸化水素水 を加え、熱板上で有

機物分解 を行 う。分解終了後、蒸留水 と分散剤(4%カ ルゴン)を 加 え、撹伴 しなが ら30分 間

音波処理を行 う。沈底瓶にこの懸濁液 を移 し、往復振 とう機で1時 間振とうする。振 とう終了

後、水で全量を1000mlに する。この沈底瓶を1分 間手で激しく振 り、直ちに静置する。 ピペッ

ト法に準 じて所定時間に所定深度から粘土 ・シル ト画分(0.063㎜ 〉)、粘土画分(0.0039mm>)

を10ml採 取 し、105℃ で24時 間乾燥 させた後、重量 を測定 し加積通過率(質 量%)を 求める。

ピペ ット法終了後、懸濁液 を63μm節 で水洗いする。63μm舗 残留物を105℃ で5時 間熱乾後、

1.0、0.5、025、0.125mmφ節でふるい分け、各節毎に筋上残留物の質量を測定し、加積通過率(質

量%)を 求める。ピペ ット法およびふるい分けで求め られる加積通過率(質 量%)か ら粒径加

積曲線 を描 き、Wentworth(1922)の 粒径区分毎の質量 を算出する。

(4)珪 藻分析

試料 を湿重で7g前 後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理 ・化学処理を

施 して、珪藻化石 を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 し乾

燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光

学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査 し、

珪藻殻が半分以上残存するものを対象 に200個 体以上同定 ・計数する(化 石の少ない試料はこの

限りではない)。種の同定は、原口ほか(1998)、Krammer(1992)、KrammerandLange-Bertalot

(1986,1988,1991a,1991b)な どを参照する。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベ ット順 に

並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細か く生態区分 し、塩分・水素イオン濃度(pH)・

流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、

産出個体数200個 体以上の試料については、産出率2.0%以 上の主要な種類について、主要珪藻

化石群集の層位分布図を作成する。 また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安 として、

完形殻の出現率 を求める。堆積環境の解析 は、 海水～汽水生種については小杉(1988)、 淡水

生種については安藤(1990)、 陸生珪藻については伊藤 ・堀内(1991)、 汚濁耐性 については、

AsaiandWatanabe(1995)の 環境指標種 を参考 とする。

(5)花 粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、節別、重液(臭 化亜鉛:比 重2.3)よ る有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス(無水酢酸9:濃 硫酸1の 混合液)

処理による植物遺体 中のセルロースの分解を行い、物理 ・化学的処理を施 して花粉を濃集する。

残渣をグリセリンで封入 してプレパ ラー トを作成し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査

し、出現する全ての種類について同定 ・計数する。

結果は同定 ・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図 として表示する。図

中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉 ・シダ類胞子は総数か ら不明花粉を除いた数をそれ
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それ基数 として、百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類 をハイフォンで結ん

だものは、種類問の区別が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が100個 体未満の ものは、

統計的に扱 うと結果が歪曲する恐れがあるので、出現した種類 を+で 表示するにとどめておく。

(6)植 物珪酸体分析

湿重5g前 後の試料について過酸化水素水 ・塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポ リタングステ

ン酸ナ トリウム,比 重2.5)の 順に物理 ・化学処理を行い、植物珪酸体 を分離 ・濃集する。検鏡

しやすい濃度に希釈 し、カバーガラス上に滴下 ・乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封

入してプレパラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部(葉 身と葉鞘)の 葉部短

細胞に由来した植物珪酸体(以 下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪

酸体(以 下、機動細胞珪酸体 と呼ぶ)を 、近藤 ・佐瀬(1986)の 分類 に基づいて同定 ・計数する。

結果は、検出された種類 とその個数の一覧表で示す。また、検 出された植物珪酸体の出現傾

向か ら古植生について検討するために、植物珪酸体群集 と珪化組織片の分布図を作成する。各

種類の出現率は、短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数 を基数 とする

百分率で求める。

3結 果

が、不透明鉱物 も同量程度に多 く、単斜

輝石は少量である。それ ら3点 の中で、

中央部北壁IV層 礫層は、他の2点 に比べ

ると単斜輝石の量比が若干高い。軽鉱物

組成は、いずれの試料 においても砂粒中

の80%以 上が未分解の粘土粒や微細な岩

片などからなる。同定できた鉱物片のほ

とんどは長石であり、極めて微量の石英

粒が含まれる。

(1)放 射性炭素年代測定

SE17のF2泥 炭層の年代値は1,770±90BP(IAA-303)で ある。δ13Cは 一21.3であり、この値 をも

とに同位体補正を行った年代値である。

(2)鉱 物分析

分析結果を表1、 図1に 示す。重鉱物

組成では、4点 の試料 はともに斜方輝石、

単斜輝石および不透明鉱物の3者 を主体

とするが、試料により各鉱物の量比は若

干異なる。中央部南壁IH層 は、斜方輝石

が多 く約60%を 占め、単斜輝石 と不透明

鉱物はともに15%程 度と少量である。他

の3点 の試料で も、斜方輝石が最も多い

重鉱物組

表1重 軽鉱物分析結果

試 カ 斜 単 角 不 そ 合 石 長 そ 合
料 ン 方 斜 閃 透 の 計 英 石 の 計
番 ラ 輝 輝 石 明 他 他
号 ン 石 石 鉱

石 物

中央部南壁 皿層 2 150 41 3 40 14 248 2 38 210 250

皿下礫層 0 117 30 0 82 21 250 2 34 214 250

IV地 山 0 117 34 1 92 6 250 1 37 212 250

中央部北壁IV層 礫層 0 91 42 1 90 26 250 1 36 213 250

軽鉱物組

50 100%

3
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(3)粒 度分析

分析結果を表2・3、 図2に 示す。調査区中央部南壁 は、平均値 はシル トで、細粒なシル ト

の部分に最頻値が存在する。尖度は扁平で、淘汰が非常に悪い。皿下礫層は、最頻値、平均値

ともに粗粒砂で、尖度は極めて突出 し、淘汰は悪い。IV地 山は、最頻値、平均値 ともに中粒砂

で、尖度は非常に突出し、淘汰は悪い。調査区中央部北壁IV層 礫層は、最頻値は粗粒砂、平均

値は中粒砂で、尖度は突出 し、淘汰は非常に悪い。

(4)珪 藻分析

結果を表4、 図3に 示す。珪藻化石は、土器RP3のF下 で33個 体 と少ないが、それ以外の試料

からは産出する。産出分類群数は、合計で25属100種 類である。SE17のF2は 、完形殻の出現率

が約70%と 化石の保存が良い。淡水域に生育する水生珪藻が優占する。淡水性種の生態性(塩

表2粒 度 分析 結果 注.)単 位は重量%で 表示。

試料名

礫 砂 泥

2.00mm<
極 粗 粒 砂

2.00～

1.00mm

粗 粒 砂

1.00～

0.50mm

中粒 砂

0.50～

0.25mm

細 粒 砂

0.25～

0.125mm

極 細 粒 砂

0.125～

0.063mm

シ ル ト

0.063～

0.0039㎜

粘 土

0.0039mm>

中央部南壁m層 3.2 2.3 6.1 8.9 9.4 8.7 34.5 26.9

m下 礫層 77.4 3.3 7.0 4.0 1.8 1ユ 3.2 2.2

IV地 山 1ユ 3.8 36ユ 36.7 9.2 2.6 6.8 3.8

中央部北壁IV層 礫層 39.2 4.2 119 18.9 10.8 3.8 6.6 4.4

表3粒 度組成解析結果
試料名 Md(中 央値) Mz(平 均値) Mo(最 頻値) Sk(歪 度) σ(分 級 度) K(尖 度)

中央部南壁 皿層 7.07φ(0.007mm) 6.12φ(0.014mm) (シル ト) 7.64φ(0.005㎜ 》 一〇.30 負の歪み 3.50 非常に悪い 0.88 偏平
HI下礫層 一〇.69φ(1.611㎜) 一〇ユ9φ(1ユ42mm) (粗粒砂) 一〇.66φ(1.585mm) 0.86 著 しい正 1.59 悪 い 9.62 極めて突出

IV地山 1.73φ(0.301mm) 1.85φ(0.277mm) (中粒砂) 1.33φ(0.398㎜ 》 0.42 著 しい正 1.62 悪 い 2.30 非常に突出

中央部北壁N層 礫層 1.13φ(0.458mm) 1.23φ(0.427mm) (中粒砂) 一〇.66φ(1.585mm) 0.30 著 しい正 2.37 非常に悪い 1.12 突出

分 濃 度 、 水 素 イ オ ン濃 度 、 流 水 に対 す る適 応 能)の 特 徴 は、 貧 塩 不 定 性 種(小 量 の塩 分 に は耐

え られ る種)、pH不 定 性 種(pH7D付 近 の 中性 水 域 に最 も よ く生 育 す る 種)、 流 水 不 定性 種(流 水

域 に も止 水 域 に も普 通 に 生 育 す る種)が 優 占 あ る い は 多 産 す る 。 主 な産 出種 は、 流 水 不 定 性 の

Gomphonemaparvulumが 約30%と 優 占 し、 流 水 不 定 性 で 沼 沢 湿 地 付 着 生 種 群 のNavicula

elginensis、 池 沼 な どの 止 水 域 に生 育 す る 好 止 水 性 のPinnulariasubnodosa、 好 止 水 性 で 沼 沢 湿

地 付 着 生 種 群 のPinnularianodosa等 を伴 う。 沼 沢 湿 地付 着 生 種 群 と は、 水 深 がlm前 後 で 一 面

に 水 生 植 物 が 繁 茂 して い る 沼 沢 や 水 深 の 浅 い 湿 地 で優 勢 な 出現 の 見 ら れ る種 群 の こ と で あ る

(安 藤,1990)。

長 胴 甕RP7Aの 底 部 付 近 土壌 は、 完 形 殻 の 出現 率 は、 約50%で あ っ た 。 水 生珪 藻 が 多 産 す る

が 陸 上 の コ ケ や 土 壌 表 面 な ど多 少 の 湿 り気 を保 持 した 好 気 的 環 境 に耐 性 の あ る陸 生 珪 藻 も約25

%産 出 した 。 淡 水 生 種 の 生 態 性 の特 徴 は、 貧 塩 不 定 性 種 、 真+好 ア ル カ リ性 種 、 流 水 不 定 性 種

と真+好 流 水 性 種 が 優 占 あ る い は 多 産 す る 。特 に多 産 す る種 は な い が 、 好 流 水 性 で 中 ～ 下 流 性

河 川 指 標 種 群 のAchnantheslanceolata、Fragilariavaucheriae、Rhoicospheniaabbreviata、

流 水 不 定 性 のCymbellasilesiaca、Gomphonemaparvulum、 好 止 水 性 のFragilariaconstruens

fo.venter、 陸 生 珪 藻 の 中 で も耐 乾 性 の 高 い 陸 生 珪 藻A群(伊 藤 ・堀 内,1991)のHantzschia

amphioxys、Naviculamutica等 が 産 出 す る。中～ 下 流 性 河 川 指 標 種 群 とは 、河 川 中 ～ 下 流 部 や

河 川 沿 い の 河 岸 段 丘 、 扇状 地 、 自然 堤 防 、 後 背 湿 地 な ど に集 中 して 出現 す る こ と か ら、 そ の 環

境 を指 標 す る こ とが で き る種 群 の こ とで あ る(安 藤,1990)。 なお 、RP3のF下 は珪 藻 化 石 の 産

出 が 少 な い が 、 底 部 付 近 に堆 積 した 土 器 内 覆 土 と 同様 に 流 水 性 種 、 流 水 不 定 性 種 、 陸 生 珪 藻 等

が混 在 す る 。
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(5)花 粉分析

結果を表5・ 図4に 示す。井戸(SE17)のF2泥 炭層からは花粉化石が検出されたが、他の試

料では花粉化石の保存が悪 く、検出数 も少 ない。花粉化石群集 は、ほとんどが草本類か らなり、

その中でもイネ科 とヨモギ属の割合が高い。木本花粉 はスギ属、ブナ属、コナラ亜属、ニレ属

一ケヤキ属などが検出される。

(6)植 物珪酸体分析

結果を表6、 図5に 示す。各試料か らは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪 く、

表面に多数の小孔(溶 食痕)が 認められる。井戸(SE17)のF2泥 炭層では、 ヨシ属の産出が 目

立ち、タケ亜科、ススキ属を含むウシクサ族などが認め られる。また、栽培植物であるイネ属

の機動細胞珪酸体がわずかに検出される。土器RP3のF下 とRP7Aの 底部付近土壌では、 ともに

同様な産状である。すなわち、イネ属の産出が 目立ち、短細胞列や稲籾殻に形成 される穎珪酸

体 も数多 く認め られる。この他、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科 などが検

出される。

5
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表4 珪藻分析結果(1)

種 類
生態性 環境

塩分 pH 流水 指標種
SE17 RP7ARP3

NitzschialorenzianaGrunow Meh E2 1-一

FragilariabrevistriataGrunow Ogh-Meh al-il 1-ph u 11一

Nitzschiaobtusavar.scalpelliformisGrunow Ogh-Meh al-il ind S 11一

Nitzschiapalea(Kuetz.)W.Smith Ogh-Meh ind ind S 121

Rhopalodiagibberula(Ehr.)0.Muller Ogh-Meh al.il ind 34.

AchnanthescrenulataGrunow Ogh-ind al-bi 1-ph T 一 一2

Achnantheslanceolata(Breb。)Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 38一

AchnanthesminutissimaKuetzing Ogh-ind al-il ind u 341

AchnanthessubhudsonisHustedt Ogh-ind ind r-ph T 2-一

AmphoraaffinisKuetzing Ogh-ind al.il ind u 132

Anomoeoneisbrachysira(Breb.)Grunow Ogh-ind ac-il 1-ph 0,T 一1一

Aulacoseiraambigua(Grun.)Simonsen Ogh-ind al-il 1-bi N 一1一

Aulacoseiracrenulata(Ehr.)Krammer Ogh-ind ind 1-ph 1-一

Aulacoseiragranulata(Ehr.)Simonsen Ogh-ind al.il 1.bi MU .1.

Aulacoseiraitalica(Ehr.)Simonsen Ogh-ind al-il 1-ph u 一2一

Caloneisbacillum(Grun.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph u 131

CaloneislautaCarter&Bailey-Watts Ogh-ind ind ind 1-一

CaloneisleptosomaKrammer&Lange-Bertalot Ogh-ind ind 1-ph RB 11.

Caloneissilicula(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind 一1一

Cocconeisplacentula(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind u 132

Cocconeisplacentulavar。euglypta(Ehr.)Cleve Ogh-ind al.il r-ph T .1.

Cocconeisplacentulavar.lineata(Ehr.)Cleve Ogh-ind al.il r-ph T 一 一1

Cymbellaaspera(Ehr.)Cleve Ogh-ind al-il ind 0,T 1-一

Cymbellagracilis(Ehr.)Kuetzing Ogh-ind ind 1-ph T 一1一

CymbellasilesiacaBleisch Ogh-ind ind ind T 一7一

CymbellasinuataGregory Ogh-ind ind r-ph K,T .11

Cymbellatumida(Breb。exKuetz.)V.Heurck Ogh-ind al-il ind T 一 一2

CymbellaturgidulaGrunow Ogh-ind al-il r-ph K,T 一2一

Cymbellaturgidulavar.nipponicaSkvortzow Ogh-ind al.il r-ph T 11.

Diatomamesodon(Ehr.)Kuetzing Ogh-ind al.il r-bi K,T 一 一1

Diploneisovalis(Hilse)Cleve Ogh-ind al-il ind 11一

Epithemiaadnata(Kuetz.)Brebisson Ogh-ind al-bi ind 一1一

EunotiaarcusEhrenberg Ogh-hob ac.il 1-ph .1.

Eunotiabilunaris(Ehr.)Mills Ogh-hob ac.il 1-ph 1-一

EunotiaduplicoraphisH。Kobayasi Ogh-hob ac-il 1-ph 1-一

Eunotiapectinalisvar.minor(Kuetz.}Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind 0 41一

Eunotiapectinalisvar.undulata(Ralfs)Rabenhorst Ogh-hob ac.il ind 0 1-一

Fragilariacapucinavar.gracilis(Oestr.)Hustedt Ogh-ind al.il 1-ph T .1.

Fragilariaconstruensfo.binodis(Ehr.)Hustedt Ogh-ind al-il 1-ph u 1-一

Fragilariaconstruensfo.venter(Ehr.)Hustedt Ogh-ind al-il 1-ph S 一7一

Fragilariaulna(Nitzsch》Lange-Bertalot Ogh-ind al.il ind 一 一1

Fragilariavaucheriae(Kuetz.)Petersen Ogh-ind al.il r-ph K,T .71

FragilariaspP. Ogh-unk unk unk 一 一1

Frustuliarhomboidesvar.saxonicafo.capitata(A.Mayer)Hust. Ogh-unk unk unk RB 一1一

Frustuliavulgaris(Thwait.)DeToni Ogh-ind al.il ind u 82一

FrustuliaweinholdiiHustedt Ogh-ind al.il ind 2-一

Gomphonemaangustatum(Kuetz.)Rabenhorst Ogh-ind al-il ind u 一1一

GomphonemacleveiFricke Ogh-ind al-bi r-ph T 一3一

GomphonemaparvulumKuetzing Ogh-ind ind ind u 62102

Gomphonemapumilum(Grun.)Reichardt&Lange-Bertalot Ogh-ind al.il ind 23.

Hantzschiaamphioxys(Ehr.)Grunow Ogh-ind al-il ind RAU 97一

Meridioncirculaevar.constrictum(Ralfs)V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T 一2一

NaviculabryophilaBoye-Petersen Ogh-ind al.il ind RI 1-一

Naviculaconfervacea(Kuetz.)Grunow Ogh-ind al.bi ind RB,S 一 一1

NaviculacontentaGrunow Ogh-ind al-il ind RAT 1-一

Naviculacontentafo.biceps(Arnott)Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T 一21

NaviculacryptocephalaKuetzing Ogh-ind al-il ind u 一 一1

Naviculaelginensis(Greg.)Ralfs Ogh-ind al.il ind 0,U 20-一

Naviculaelginensisvar.neglecta(Krass.)Patrick Ogh-ind al-il r-ph u 121

Naviculaexigua(Greg.)0.Muller Ogh-ind al-il ind u 一1一

Naviculagallicavar.perpusilla(Grun.)Lange-Bertalot Ogh-ind ind ind RI 1-一

NaviculaignotaKrasske Ogh-ind ind ind RB 11.

付 編
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表4 珪藻分析結果(2)

種 類
生態性 環境

塩分 pH 流水 指標種
SEI7 RP7ARP3

Naviculaignotavar.palustris(Hust.)Lund Ogh-ind ind ind RB 1-一

NaviculajaagiiMeister Ogh-unk unk unk 5-一

NaviculamuticaKuetzing Ogh-ind al.il ind RA,S 3113

NaviculaparamuticaBock Ogh-ind ind ind RB .1.

NaviculatantulaHustedt Ogh-ind ind ind RI,U 2-一

Naviculaviridula(Kuetz.)Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph K,U 一1一

Neidiumaffine(Ehr.)Cleve Ogh-hob ind 1-bi 1-一

Neidiumaffinevar.longiceps(Greg.)Cleve Ogh-hob ac.il 1.bi 1-.

NeidiumalpinumHustedt Ogh-unk unk ind RA 2-一

Neidiumampliatum(Ehr。)Krammer Ogh-ind ind 1-ph 22一

Neidiumiridis(Ehr.)Cleve Ogh-hob ac-il 1-bi 0 1-1

NitzschiatubicolaGrunow Ogh-ind al.il ind S 1-.

NitzschiaspP. Ogh-unk unk unk 2-1

PinnulariaborealisEhrenberg Ogh-ind ind ind RA 一21

Pinnulariabrauniana(Grun.)Mills Ogh-hob ac-bi 1-ph 4-一

PinnulariadivergensW.Smith Ogh-hob ac.il 1-ph 2-.

Pinnulariadivergensvar.elliptica(Grun.)Cleve Ogh-hob ind ind 1-一

Pinnulariacf.且exuosaCleve Ogh-hob unk unk 2-一

PinnulariagibbaEhrenberg Ogh-ind ac-il ind 0 1-一

Pinnulariamesolepta(Ehr.)W.Smith Ogh-ind ind ind S .3.

Pinnulariamicrostauron(Ehr.)Cleve Ogh-ind ac-il ind S 1-一

PinnularianodosaEhrenberg Ogh-hob ac-il 1-ph 0 51一

PinnulariaschoenfelderiKrammer Ogh-ind ind ind RI 92一

Pinnulariaschroederii(Hust.)Krammer Ogh-ind ind ind RI 5-一

PinnulariasubcapitataGregory Ogh-ind ac-il ind RB,S 11.

PinnulariasubnodosaHustedt Ogh-hob ac-il 1-ph 12-一

Pinnulariasubrostrata(A.Cleve)Cleve-Euler Ogh-unk unk unk 1-一

PinnulariasubstomatophoraHustedt Ogh-hob ac.il 1-ph 1-一

Pinnulariaviridis(Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind ind 0 12.

PinnulariaspP. Ogh-unk unk unk 1-一

Rhoicospheniaabbreviata(Ag.)Lange-B. Ogh-hil al-il r-ph K,T 234

Sellaphoraamericana(Ehr.)Mann Ogh-ind al.il 1-ph 1-.

Sellaphoralaevissima(Kuetz.)Mann Ogh-ind ind ind .1.

Sellaphorapupula(Kuetz,)Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S 5-一

StauroneiskriegeriPatrick Ogh-ind ind unk T 11一

StauroneislauenburgianaHustedt Ogh-ind al.il ind 1-.

StauroneisobtusaLagerstedt Ogh-ind ind ind RB 11.

StauroneisteneraHustedt Ogh-ind ind ind RB 1-一

SurirellaangustaKuetzing Ogh-ind al-il r-bi u 一1一

SurirellalinearisW.Smith Ogh-ind ind ind 1-.

SurirellateneraGregory Ogh-hob ind 1.bi 1-一

海水生種
海水～汽水生種

汽水生種
淡水～汽水生種

淡水生種
珪藻化石総数

0

0

1

6

215

222

0

0

0

8

128

136

0

0

0

1

2

3

3

3

凡 例

HR.

Meh

Ogh-Meh

Ogh-hil

Ogh-ind

Ogh-hob

Ogh-unk

塩分濃度に対する適応性

汽水生種

淡水 一汽水生種
貧塩好塩性種

貧塩不定性種
貧塩嫌塩性種

貧塩不明種

pH

al-bi

al-il

ind

ac-il

ac-bi

unk

水素イオン濃度に対する適応性
真アルカリ性種

好アルカリ性種

pH不 定性種
好酸性種
真酸1生種

pH不 明種

C.R.

1-bi

l-ph

ind

r-ph

r-bi

unk

流水に対する適応性

真止水性種

好止水性種
流水不定性種

好流水性種
真流水性種
流水不明種

環境指標種 群

E2汽 水泥質干潟指標種(小 杉,1988)

K中 ～下流性河川指標種,M:湖 沼 浮遊性種,N:湖 沼 沼沢湿地指標種,0:沼 沢湿地付着生種(以 上 は安藤,1990)

S好 汚濁性種,U:広 域 適応性種,T:好 清水性種(以 上はAsaiandWatanabe,1995)

R陸 生珪 藻(RA:A群,RB:B群,RI:未 区分 、伊藤 ・堀 内,1991)
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4考 察
表5花 粉分析結果

種 類
試料番号SE17RP7ARP3

(1)土 壌の由来

重鉱物組成をみると、斜方輝石や不透明鉱物など風化に

強い鉱物粒が多 く検出される傾向にある。河川堆積物であ

ることから、風化に強い鉱物が多 く残存 した と考えられる。

また、不透明鉱物の割合が試料によって多少異な り、粗粒

なものほどその割合が高 くなっている。粗粒 な物質が堆積

する場合は流速が早 く、このため比重の大きな不透明鉱物

の割合が高 くなると思われる。このことから、鉱物組成の

違いは、堆積物の供給元ではな く、堆積環境に由来してい

ると考えられる。一方、粒径組成をみると、Iv層 の礫層 と、

道路跡の可能性があるIH下礫層とは、加積 曲線の形状が類

似 し、尖度、歪度など粒径組成の特徴 を示す値 も近似 して

いる。 このことから、皿下礫層とIV層(地 山)は 由来がほ

ぼ同じと考えられる。IH下 礫層が道路盛土だとしても、IV

層(地 山)を 削 り、そのまま用いて道路 を構築 した可能性

がある。さらに、 皿下礫層はIV層 に比べ淘汰が良いことか

ら、地山の粗粒な部分のみを選別 して用いた可能性 もある。

包含層である皿層は、これらとは違い、細粒な堆積物であ

る。比重が大 きい不透明鉱物が少ないことか ら、元々の母

材自体が細粒堆積物であったと思われるが、それに加えて

地表面であった時期 に土壌化 を受け、風化によって粘土化

が進んだもの と推測 される。

(2)遺 構の用途と古環境

井戸跡SEI7のF2泥 炭層には、沼沢湿地付着生種群を含

む流水不定性種が優 占している。このような組成 を示す堆

積物は、沼沢～湿地のような水域の堆積物に見 られる群集

である。これ らの群集は井戸廃絶後の環境 を表 していると

み られ、遺構廃絶後 は窪地状になり、水が溜まって内部が

湿地のような状態になったことが示唆 される。井戸内の覆

土をみると、植物珪酸体ではヨシ属が多産し、花粉化石で

はヨモギ属やイネ科、カヤツリグサ科などが多産する。お

そ らく、遺跡周辺はヨシ属などのイネ科やヨモギ属 などが

生育する草地であったと思われる。このような草地が作 ら

れた背景として、人為的な開発 による可能性や、洪水によ

る裸地化などが考えられる。また、年代測定の結果は、約

1,800年前であ り、奈良 ・平安時代 とされる時代観より古い

木本花粉

ツガ属

トウヒ属

マ ッ属単維管 束亜属

マ ッ属複維管束亜属

マ ツ属(不 明)

スギ属

イチ イ科 一イヌガヤ科 一ヒノキ科

サ ワグル ミ属 一クル ミ属

クマ シデ属 一アサダ属

ハ シバ ミ属

カバ ノキ属

ハ ンノキ属

ブナ属

コナ ラ属 コナラ亜属

クリ属

ニ レ属 一ケヤキ属

ニ シキギ属

トチ ノキ属

ブ ドウ属

2

4

3

3

9

7

2

5

3

1

5

1

2

7

4

8

1

4

6

1

2

4

1

1

4

2

1

1

一

1

一

一

一

一

1

草本花粉

オモ ダカ属

イネ科

カヤ ッリグサ科

クワ科

サナエ タデ節 一ウナギ ツカミ節

タデ属

ア カザ科

ナデ シコ科

カラマ ツソウ属

キ ンポ ウゲ科

バ ラ科

マ メ科

セ リ科

ヨモギ属

キ ク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

1

4

8

5

1

1

1

1

1

4

3

1

5

7

8

2

9

5

5

9

5

一1

2

3

一

6
冒

2

812

2

シダ類胞子
ゼンマイ属

他のシダ類胞子

湘4

071

一

ワ
臼

一

4

合 計

木本花粉
草本花粉

不明花粉
シダ類胞子

総計(不 明を除く)

23730

7931414

1920

17424

12041918

表6植 物珪酸体分析結果

種 類 試料番号SE17 RP7ARP3

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴッナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型
不明ダンチク型

巨'51

33543

6117

43

5740

713

24

9

8

3

8

1

7

3

5

0
ゾ
2

3

2

1

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属
タケ亜科クマザサ属

タケ亜科
ヨシ属

ウシクサ族

不明

24749

2

81014

782628

7134

112523

合 計
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体
総 計

468280214

106123118

574403332

体

列

酸

胞

珪

細

片
穎

短

属

属

織
ネ

ネ

イ

イ

組
3524

5122
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年代が得 られている。おそらく、土壌 中に含 まれる古い腐植などの影響によるものと思われ

る 。

竪穴住居跡ST6よ り出土 した長胴甕RP7Aの 覆土は中～下流性河川指標種群 を含む流水性種

が多産した。このような組成を示す堆積物は、流水域に堆積 した河川堆積物の組成に近い。遺

跡の立地か ら考えると、遺構 を構成する土壌の母材は氾濫堆積物であることから、これは母材

の組成 を反映 しているものと思われる。一方、RP3のF下 か らは珪藻化石の産出が少ないが、

中～下流性河川指標種群を含む流水性種や流水不定性種が産出したことか ら、RP7Aの 覆土と

同様に母材の珪藻化石群集 を反映 しているものとみ られる。

検 出 され た木 本 花 粉 を み る と、 ス ギ属 、 ブ ナ属 、 コ ナ ラ亜 属 、 サ ワ グ ル ミ ー ク ル ミ属 、 ニ レ

属 一ケヤキ属などが検出される。ブナ属 を除くと、河畔や低地など湿 った ところを好む種類が

多いことか ら、 これらは沖積地を中心 に生育 していた ものとみ られる。本遺跡が立地するよう

な多雪地域では、自然状態においてはブナを中心 とした森林植生 となることから(宮脇,1987)、

山間部の森林植生 はブナ林 を中心 とするものであった と推定され、花粉化石は当時山地に生育

していたブナに由来すると思われる。
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